
◆主な記事◆
◎敬老の日行事 ………………………１面
◎乳幼児医療助成制度 ………………７面
◎４つの条例アンケート ……… ７・８面

平成１３年 9  ／ 1 NO.1566

古紙配合率７５％再生紙を使用しています 区民が創る「みどりの都市」杉並杉並区２１世紀ビジョン
私たちのまちの将来像

　
　

年
度
の
「
敬
老
会
」
を
開

１３
催
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
半
寿
顕

彰
の
式
典
も
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
へ
は
８
月　

日
に
招

１７

待
状
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

　

【
日
時
・
会
場
】
▽
９
月
５

日
�
＝
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

）▽
９
月
６
日
�
・

２２

３２

７
日
�
＝
杉
並
公
会
堂
（
上
荻

１
―　

―　

）【
時
間
】
午
前
の

２３

１５

部
＝
午
前　

時
〜　

時　

分
／

１０

１１

５０

午
後
の
部
＝
午
後
２
時
〜
３
時

　

分
（
た
だ
し
、
９
月
６
日
は

５０午
後
の
部
の
み
）【
対
象
】
敬
老

会
＝
区
内
在
住
で　

歳
以
上
の

７５

方
／
大
正　

年
９
月　

日
以
前

１５

１６

に
出
生
の
方（
９
月　

日
現
在
）

１５

【
内
容
】
▽
式
典
（
敬
老
会
･

半
寿
顕
彰
）
＝
保
育
園
児
・
高

校
生
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
▽
演
芸
＝
①
い
き
い
き
ク

ラ
ブ（
老
人
ク
ラ
ブ
）演
技
②
エ

ス
プ
レ
ー
ド
（
若
者
の
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
）
に
よ
る
懐
か
し
の
歌

半
寿
顕
彰

　

敬
老
会
の
中
で
半
寿（　

歳
）

８１

の
式
典
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
記
念

品
を
左
記
の
場
所
で
贈
呈
し
ま

す
。　
　

対
象
者
に
は
、
敬
老
会
・
半

寿
式
典
の
招
待
状
と
一
緒
に
記

念
品
の
贈
呈
案
内
も
同
封
し
ま

し
た
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で　

歳
８１

（
大
正
８
年
９
月　

日
〜
大
正

１７

９
年
９
月　

日
ま
で
の
出
生
）

１６

の
方
【
記
念
品
】
保
育
園
児
、

小
・
中
学
生
、
児
童
館
の
児
童

か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
区
民

の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
オ
ル
ゴ

ー
ル
で
す
【
引
換
え
場
所
】
お

近
く
の
敬
老
会
館
、
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
【
引
換
え
期

間
】
９
月　

日
〜　

日

１０

２９

�
敬
老
の
日
に 

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
敬
老
会
館

で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ

い 
　

９
月　

日
�
、
高
齢
者
活
動

１５

支
援
セ
ン
タ
ー
で
映
画
会
と
歌

謡
シ
ョ
ー
「
敬
老
歌
ま
つ
り
」

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
、
各
敬
老
会
館

（
和
田
中
央
敬
老
会
館
を
除
く
）

の
お
風
呂
は
、
午
前　

時
〜
午

１０

後
３
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
来
館
の
際
、
利
用
証
ま
た
は

健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◇
高
齢
者
の
た
め
の
映
画
会

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
前

１５

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
齢
者

１０活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
大
広
間

【
内
容
】
野
口
英
世
と
母
シ
カ

と
の
愛
の
姿
を
描
い
た
「
遠
き

落
日
」
▽
監
督
＝
神
山
征
二
郎

▽
原
作
＝
新
藤
兼
人
・
渡
辺
淳

一
▽
出
演
＝
三
田
佳
子
・
三
上

博
史
・
仲
代
達
也
ほ
か
【
対
象
】

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

６０

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

◇
敬
老
歌
ま
つ
り

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

１５

１
時　

分
〜
３
時　

分【
会
場
】

３０

３０

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
大

広
間
【
内
容
】
思
い
出
の
メ
ロ

デ
ィ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
謡
曲

【
出
演
】
歌
工
房
「
美
咲
会
」

【
対
象
】
区
内
在
住
で　

歳
以

６０

上
の
方
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

�
高
齢
者
の
た
め
の
公
開
講
座 

古
典
落
語
を 

　

倍
楽
し
む
法

１０

　

区
内
在
住
の
真
打
ち
、
柳
家

小
団
治
師
匠
が
、
学
習
院
大
学

落
語
研
究
会
と
古
典
落
語
の
楽

し
さ
を
披
露
し
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月
１０

９
日
�
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

【
会
場
】高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】出 
囃
子 
・

は
や
し

寄
席
文
字
・
大
喜

利
・
古
典
落
語
∇

出
演
＝
柳
家
小
団

治
師
匠
、
学
習
院

大
学
落
語
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
【
対

象
】区
内
在
住
で

　

歳
以
上
の
方
と

６０そ
の
家
族
（
中
学

生
以
上
）【
入
場

料
】
無
料　

　

申
し
込
み
は
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例

参
照
）
で
、
９
月　

日（
必
着
）

２５

ま
で
に
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。

元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気ででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすこここここここここここここここここここここここここここここここここやややややややややややややややややややややややややややややややややかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななななななななななななななな毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ををををををををををををををををををををををををををををををををを

杉並の１００歳以上の方
区には、現在、１００歳以上の方が１０９名いらっしゃいます。お名前は下表のとおりです。
いつまでもお元気で、すこやかにお過ごしください。 　

※
年
齢
は
、
９
月　

日
現
在
。
敬
称
略
、
生
年
月
日
順
。〈
８
月
１
日
調
査
〉

１５

住　所年齢性別氏　名住　所年齢性別氏　名
高円寺北１０１女倉本　ミユキ高円寺北１０７女中込　虎次
成田西１０１女伊藤　トメ西荻北１０６女宮木　サク
阿佐谷北１００女大橋　美枝宮前１０５男増澤　シゲル
上荻１００女牧野　あい善福寺１０５女和田　花枝
和田１００女荘野　英子永福１０４男松下　直三
阿佐谷北１００女渡邊　とみ成田東１０４男濱口　宮二
阿佐谷北１００女柏村　貞高円寺南１０４女青�　けさ志
松庵１００女千葉　とみ上井草１０３女宗村　ヨシ
南荻窪１００男吉川　養之助阿佐谷南１０３女平井　むめの
天沼１００女富田　リン宮前１０３女野替　延猪
荻窪１００女大代　キヨ浜田山１０３女吉枝　貞
永福１００女梅津　喜代治南荻窪１０３男池谷　武雄
阿佐谷南１００女土坂　れん阿佐谷北１０３女川崎　キヨ
宮前１００女矢野　トミ高井戸西１０３女若林　ふく
阿佐谷北１００女岩本　サク梅里１０２女塩野　あき
和泉１００女森田　たか上井草１０２女三上 　喜久
上井草１００男志立　信正上井草１０２女後藤　カツ
西荻北１００男近森　眞徴上高井戸１０２男近藤　康男
宮前１００女倉本　シマ浜田山１０２男吉沼　岩吉
桃井１００女柳下　七重成田東１０２女田村　ツサ
清水１００男村上　正太郎高井戸東１０２女三浦　イツ
阿佐谷北１００女小野　たま阿佐谷北１０２女岡野　ヨネ
堀ノ内１００女清水　一子阿佐谷南１０２男結城　干城
和泉１００女小林　トク阿佐谷南１０２女飯橋　カネ
荻窪１００女岡　　ギン上井草１０１女横井　静代
下井草１００女谷　　義枝西荻北１０１女小野塚　イシ
成田東１００男武田　哲男久我山１０１女冨田　ナカエ
永福１００男金澤　源作下井草１０１女原山　トラ
善福寺１００女今田　静和泉１０１女小林　清子
成田東１００女種田　マツノ高井戸西１０１女鶴見　タキ
浜田山１００男扇　　一登高井戸西１０１女市川　シメ
高円寺北１００女福井　こと高円寺南１０１女廣瀬　ユキ
天沼１００女椿井　モトエ方南１０１男曽根　滋樹
上高井戸１００女長谷川　トリ梅里１０１女村上　ハツノ
高井戸西１００女大野木　外喜和田１０１女宮原　トヨ
善福寺１００女木田　ミキ成田西１０１女尾家　文野
堀ノ内１００女岩崎　すゑ上高井戸１０１女�澤　きく
高井戸東１００女助川　しな高円寺南１０１女岩瀬　久栄

匿名希望　男６名　女２６名高円寺北１０１女浅賀　ひま

９月１５日は敬老の日です

　

９
月　

日
�
の
午
後
２
時

１５

〜
４
時
に
、
区
内
の
公
衆
浴

場
を　

歳
以
上
の
区
民
と
付

６０

き
添
い
の
方
を
対
象
に
開
放

し
ま
す
。
利
用
料
は
一
〇
〇

円
で
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

直
接
実
施
浴
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者

施
策
課
管
理
係
へ
。

※
利
用
の
際
、
事
故
な
ど
に

そ
な
え
て
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
の
わ
か
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
提

示
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　オルゴールの制作をあり
がとうございました。子ども
から高齢者の方々まで多く
の区民の方にご協力をいた
だきました。

半寿（８１歳）記念品
制作ボランティアの
皆さんへ

敬敬
老老
のの
日日
のの
ふふ
れれ
ああ
いい
入入
浴浴

▲柳家小団治師匠

�
問
い
合
わ
せ
は　

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
５
）
�
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

※
対
象
年
齢
は
す
べ
て
９
月　

日
現
在
で
す
。

１５

半寿とは
　半寿は「半」の字を分解す
ると八十一になることから
「８１歳」の長寿を祝うもので
す。「人生まだ半ば、これか
らも益々ご活躍を」と区で
は、区民の皆さんとの交流を
通して半寿になられた方を
お祝いします。

　

長
寿
祝
い
品
を 

贈
呈
し
ま
す　

　

一
〇
〇
歳
を
迎
え
た
方

（
明
治　

年
９
月　

日
〜
明

３３

１７

治　

年
９
月　

日
に
出
生
の

３４

１６

方
）
で
希
望
す
る
方
に
、
区

長
な
ど
が
訪
問
し
、
祝
い
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
〇
一
歳
以
上
の

方
（
明
治　

年
９
月　

日
以

３３

１６

前
に
出
生
の
方
）
に
、
長
寿

祝
い
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

一
〇
〇
歳
以
上
の
方
の
お

名
前
は
左
表
の
通
り
で
す
。

敬
老
会
式
典
に
ご
招
待
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サ
ロ
ン
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル

杉
並
支
部
展

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
〜　

１８

２０

日
�
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

（
初
日
は
午
後
１
時
〜
・
区
後

援
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）【
内
容
】

２２

３２

墨
絵
、
日
本
画
、
洋
画
の
展
示

ほ
か
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー

併
設
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
支
部
・

堀
�
３
３
２
１
‐
０
１
２
４
へ
。

※
期
間
中
に
墨
絵
無
料
講
習
が

あ
り
ま
す
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

２９

７
時
開
演
（
６
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並（
梅
里
１
―　

―　

）【
出
演
】

２２

３２

ピ
ア
ノ
＝
岩
崎
セ
ツ
子
、
大
城

英
明
ほ
か
／
バ
イ
オ
リ
ン
＝
田

中
謙
一
郎
／
ソ
プ
ラ
ノ
＝
神
谷

満
実
子
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
メ

ン
バ
ー
【
曲
目
】
ア
ル
ベ
ニ
ス

＝
「
イ
ベ
リ
ア
」
よ
り
／
べ
ー

ト
ー
ベ
ン
＝
バ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ

タ
第
五
番
「
春
」
／
ド
ボ
ル
ザ

ー
ク
＝
オ
ペ
ラ
「
ル
サ
カ
」
よ

り
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
デ
ィ
ベ

ル
テ
ィ
メ
ン
ト
へ
長
調
／
シ
ョ

ー
ソ
ン
＝
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
イ

長
調
【
定
員
】
五
六
八
名
【
入

�
洋
絃
会 

室
内
楽
と
出
会
う
夜

場
料
】
四
〇
〇
〇
円
（
全
席
自

由
）　
　
　
　

　

申
し
込
み
は
、
洋
絃
会
事
務

局
�
５
９
４
６
‐
３
１
８
８
へ
。

◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

１４

会
教
育
セ
ン
タ
―
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）へ
。

２２

３２

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

１８

１
時　

分
〜
３
時　

分【
会
場
】

３０

３０

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

【
募
集
人
数
】
二
〇
名
【
参
加

費
】
四
〇
〇
円
（
材
料
費
込
み
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
９

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
リ

１０
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸（　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

２９

１
時
〜
４
時　

分（
正
午
開
場
・

２０

区
後
援
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
内
容
】

２３

１５

古
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
か
ら
小

物
入
れ
と
コ
ー
ス
タ
ー

を
つ
く
ろ
う

�
�
視
覚
障
害
者
支
援
総

合
セ
ン
タ
ー

創
立
記
念
事
業

（
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
）

（ 福 ）

①
講
演
会
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

障
害
者
」
／
講
師
＝
東
京
大
学

先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

助
教
授
・
福
島
智
さ
ん
②
コ
ン

サ
ー
ト
「
五
線
譜
の
世
界
に
夢

と
希
望
を
持
っ
て
は
ば
た
こ

う
」
／
出
演
＝
南
沢
創
さ
ん
、

綱
川
泰
典
さ
ん
、
坂
巻
明
子
さ

ん
／
曲
目
＝
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
、

赤
い
サ
ラ
フ
ァ
ン
、
子
供
の
情

景　
　

ほ
か
【
入
場
料
】
三
〇

Op.
１５

〇
〇
円
（
小
学
生
以
上
・
全
席

自
由
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で 
�
視
覚
障
害
者
支
援
総

合
セ
ン
タ
ー
�
５
３
１
０
‐
５

０
５
１
へ
。　

更
生
保
護
婦
人
会
バ
ザ
ー

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
前

１６

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
杉

１０並
第
一
小
学
校
体
育
館
（
阿
佐

谷
北
１
―
５
―　

）
２７

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
更
生
保
護

会
会
長
・
白
勢
麗
子
�
３
３
８

８
‐
１
０
５
５
へ
。

※
売
上
げ
は
、
矯
正
施
設
な
ど

の
援
助
事
業
に
使
い
ま
す
。

冒
険
遊
び
場
に
集
合
！

　

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒

に
、
普
段
で
き
な
い
遊
び
を
楽

し
も
う
！
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
①
９
月　

日
�
・

１２

　

日
�
、　

月　

日
�
②　

月

３０

１０

１０

１０

　

日
�
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

２１

１０

午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）【
会

場
】
塚
山
公
園
（
下
高
井
戸
５

―　

―　

）【
内
容
】
①
自
分
の

２３

１２ （ 福 ）

責
任
で
自
由
に
遊
ぼ
う
！
や
り

た
い
遊
び
、
焼
き
た
い
も
の
を

持
っ
て
集
合
②
自
由
遊
び
・
ゴ

ム
動
力
自
動
車
な
ど
の
工
作
〜

名
人
の
コ
ツ
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を

教
わ
ろ
う
【
講
師
】
②
森
遊
ク

ラ
ブ
代
表
・
鎌
上
茂
樹
さ
ん

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
れ
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
冒
険
遊
び
場
実

行
委
員
会
・
檜
谷
�
０
９
０
‐

６
１
３
２
‐
６
３
３
８
へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh
ttp
://w
w
w

8
0
.tc
u
p
.c
o
m
/8
0
0
9
/b
o
u

k
e
n
a
so
b
ib
a
.h
tm
l/

Ｅ
メ
ー
ルa

so
b
ib
a
@
lyc
o
s.

n
e
.jp

�
　

ピ
ラ
ミ
ッ
ト
や
ミ
イ
ラ
な
ど

の
お
話
を
楽
し
く
聞
き
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
４
日
�
午
後

１０

７
時
開
演
（
６
時
開
場
・
区
共

催
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上

荻
１
―　

―　

）【
テ
ー
マ
】
古

２３

１５

代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
魅
力
【
講

師
】
早
稲
田
大
学
教
授
・
吉
村

作
治
さ
ん
【
定
員
】
一
〇
八
八

名
（
全
席
自
由
）【
入
場
料
】
二

〇
〇
〇
円
（
当
日
会
場
入
口
で

チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
）　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
文
化

村
・
渡
辺
�
３
２
２
０
‐
０
０

２
１
へ
。

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月　

日
ま
で
に
社
会
教
育
セ

１４

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ
。

２２

３２

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ

�
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ス
ー
パ
ー
文
化
講
演
会

り
ま
す
。

�
　

リ
ン
グ
星
雲
の
ほ
か
、
月
や

火
星
な
ど
も
観
望
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

２２

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
６
時

３０

３０

開
場
）【
会
場
】
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
（
清
水
３
―
３
―　

）【
対

１３

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
四
年
以
上
の
方
（
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）【
定

員
】
一
四
〇
名
（
先
着
順
）【
入

場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１
へ
。

※
雨
天
･
曇
天
の
場
合
は
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
天
文
の
話

を
し
ま
す
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

１５

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）

３０

【
料
金
】
五
〇
〇
円
（
会
員
割

引
な
し
）【
会
場
】
杉
並
会
館

（
上
荻
３
―　

―
５
）【
定
員
】

２９

五
〇
名
（
先
着
順
）　
　
　
　

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
文
化
･
交
流
協
会

�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

�
　

国
際
的
に
活
躍
す
る
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

初
来
日
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１０

２９

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

�
天
文
の
夕
べ
観
望
会

こ
と
座
リ
ン
グ
星
雲

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

古
今
亭
志
ん
太
勉
強
会

ル
ー
ト
・
イ
ン
ゴ
ル
フ

ス
ド
ッ
テ
ィ
ル

バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
料
金
】
二
〇

２２

３２

〇
〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員
割

引
無
）【
出
演
】
バ
イ
オ
リ
ン
＝

ル
ー
ト
・
イ
ン
ゴ
ル
フ
ス
ド
ッ

テ
ィ
ル
／
ピ
ア
ノ
＝
ゲ
リ
ッ

ト
・
シ
ュ
ル
ズ
【
曲
目
】
ブ
ラ

ー
ム
ス
＝
ソ
ナ
タ
ニ
短
調
、
ス

ヴ
ェ
イ
ン
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン
＝
ソ

ナ
タ
ほ
か
【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
】

８
月　

日
�
午
後
１
時
〜
【
販

２４

売
窓
口
】
▽
文
化
・
交
流
協
会

（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会

２９

館
）
▽
区
役
所
（
西
棟
２
階
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役
所
内

店
）
＝
い
ず
れ
も
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
▽
各
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
／
開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
８
時
▽
杉
並
公
会
堂
＝
午
前

９
時
〜
午
後
５
時（
月
曜
休
館
）

▽
主
催
／
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
音
楽

祭
実
行
委
員
会
▽
後
援
／
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
大
使
館
▽
【
予
約
･

問
合
せ
】
文
化
･
交
流
協
会
�

５
３
１
１
‐
７
０
３
５

�
　

両
区
お
よ
び
、
日
韓
の
交
流

に
携
わ
っ
て
き
た
区
民
自
主
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
、
瑞

草
区
に
あ
る
韓
国
を
代
表
す
る

劇
団
「
影
（
ヨ
ン
）」
を
招
き
、

区
内
で
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓

口
な
ど
】右
下
表
の
と
お
り【
会

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

　

―　

）【
内
容
】
芝
居
「
新
・

２３

１５

う
さ
ぎ
の
肝
」
＝
環
境
問
題
を

扱
っ
た
芝
居
で
、
韓
国
の
民
族

音
楽
の
生
演
奏
と
仮
面
劇
、
人

形
劇
、
影
絵
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

演
劇
技
法
を
駆
使
し
た
舞
台
で

す
（
日
本
語
で
の
上
演
）【
入
場

料
】
前
売
り
＝
大
人
二
〇
〇
〇

杉
並
区
・ 
瑞
草 
区
友
好
提
携

ソ
ッ
チ
ョ

一
〇
周
年
記
念 

韓
国
劇
団
・
影（
ヨ
ン
）

「
新
・
う
さ
ぎ
の
肝
」公
演

円
、
子
ど
も
（
４
歳
以
上
中
学

生
以
下
）
一
五
〇
〇
円
、
当
日

＝
大
人
二
二
〇
〇
円
・
子
ど
も

一
七
〇
〇
円

◇
区
民
親
子
一
〇
組
（
日
本
人

五
組
・
外
国
人
五
組
）
二
〇
名

を
無
料
招
待（　

月
５
日
公
演
）

１０

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

で
、
９
月　

日
（
消
印
有
効
）

１５

ま
で
に
劇
団
影
招
へ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
あ
て
先
右
表
）
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

�
　

歯
や
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
家
族
を
募
集

し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１０

１３

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
杉

１１並
保
健
所（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

【
内
容
】
①
参
加
者
に
よ
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
②
日
頃
か
ら
歯
や
お

口
の
健
康
に
つ
い
て
、
特
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
家
族

の
表
彰
【
対
象
】
就
学
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
含
む
二
人
以
上
の

家
族
（
保
護
者
を
含
む
）【
参
加

基
準
】
歯
や
お
口
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
に
①
〜
�
の
い
ず
れ

か
を
実
行
し
て
い
る
家
族
①
食

�
健
康
都
市
杉
並
フ
ァ
ロ

（
か
が
り
火
）２
０
０
１ 

よ
い
歯
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

生
活
に
気
を
付
け
て
い
る
②
か

か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
も
し
く

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
健

診
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
�
そ

の
ほ
か
、
歯
や
お
口
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
積
極
的
に
実
行

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
①
他
薦
の
場

合
、か
か
り
つ
け
歯
科
医
院（
区

歯
科
医
師
会
員
に
限
る
）
か
ら

の
推
薦
書
を
９
月　

日
ま
で
に

２８

郵
送
で
杉
並
保
健
所
健
康
推
進

課
歯
科
担
当
（
〒　

‐
０
０
５

１６７

１
荻
窪
５
―　

―
１
�
３
３
９

２０

１
‐
１
０
１
５
）
へ
②
自
薦
の

場
合
は
同
担
当
へ
連
絡

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
担
当
へ
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
前

２１

　

時
〜
正
午（
９
時　

分
開
場
・

１０

３０

区
共
催
）【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―　

）【
内
容
】
絵
本
の
よ

４７

１７

み
語
り
と
わ
ら
べ
う
た【
講
師
】

風
の
子
文
庫
主
宰
・
関
日
奈
子

さ
ん
【
定
員
】
九
〇
名
【
参
加

費
】
二
〇
〇
円

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
、
子
ど
も
の

本
研
究
会
ぐ
る
ん
ぱ
・
西
内
�

３
３
３
７
‐
２
９
３
８
へ
。

◇
区
民
一
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

１４

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

�
３

２２

３２

３
１
７
‐
６
６
２
１
）
へ
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

講
演
会「
よ
み
語
り
と
わ
ら
べ

う
た
を
一
緒
に
」―
絵
本
で

楽
し
い
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
―

〈韓国劇団影「新・うさぎの肝」公演〉
チケット販売窓口及び問い合せ先月日・開演（開場）時間

劇団影（ヨン）招へいプロジェクト 
〒１６８‐００６５浜田山４‐２６‐１１ 

「人形劇場だぶだぶ」内
�３３１１‐７０８０

１０月５日�
午後７時
（午後６時３０分）

杉並区文化・交流協会文化係
上荻３‐２９‐５杉並会館内

�５３１１‐７０３５

１０月６日�午後３時
３０分（午後３時）
１０月７日�午後２時
（午後１時３０分）

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

催
し

講
座
・

　

講
演

行 事

▲吉村作治さん

▲ルート・インゴルフスドッティルさん
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�
　

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
・
環

境
ホ
ル
モ
ン
対
策
な
ど
を
学
び

ま
す
。

　

【
日
時
・
テ
ー
マ
】
９
月　
１３

日
�
＝
住
ま
い
の
安
全
と
木
質

建
材
／　

日
�
＝
内
分
泌
か
く

１４

乱
物
質
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費

者
セ
ン
タ
ー
【
講
師
】　

日
＝

１３

農
林
水
産
消
費
技
術
セ
ン
タ

ー
・
鈴
木
広
明
さ
ん
／　

日
＝

１４

同
セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
官
・
遠

藤
誠
さ
ん
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

ま
た
は
電
話
で
、９
月　

日（
必

１０

着
）
ま
で
に
消
費
生
活
課
（
〒

　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―

１６６
　

―
４
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

３６の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

生
活
者
カ
レ
ッ
ジ

　

暮
ら
し
に
か
か
わ
る
様
々
な

問
題
を
多
方
面
か
ら
取
り
上
げ

ま
す
。

　

【
日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師
】

左
表
の
と
お
り
【
会
場
】
消
費

�
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

身
の
ま
わ
り
の
化
学
物

質
を
考
え
る

者
セ
ン
タ
ー
【
定
員
】
四
〇
名

【
参
加
費
】
五
〇
〇
円
（
施
設

見
学
会
の
昼
食
代
は
実
費
負

担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１３

に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

※
①
託
児
あ
り
②
一
回
の
み
の

講
座
を
受
講
す
る
聴
講
生

も
、
各
回
一
〇
名
程
度
募
集

し
ま
す
（
施
設
見
学
会
を
除

く
）。申
し
込
み
方
法
な
ど
は

受
講
生
と
同
様
で
、
必
ず
希

望
す
る
テ
ー
マ
と
日
付
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
（
聴
講
は

三
回
ま
で
。
参
加
費
無
料
）。

��①
「
日
本
近
代
の
絶
唱
」

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
右

下
表
の
と
お
り
【
定
員
】
二
五

〇
名
【
受
講
料
】
一
〇
〇
〇
円

（
資
料
代
）

②
「
情
報
科
学
と
社
会
」

　

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
の
入

杉
並
区
内
大
学
公
開

講
座
（
区
共
催
）

�
明
治
大
学
公
開
講
座

門
講
座
で
す
。

　

【
日
時
】
第
一
回
＝　

月
６

１０

日
�
、
第
二
回
＝　

月　

日
�

１０

２０

い
ず
れ
も
時
間
は
午
後
１
時
〜

６
時
【
内
容
（
各
日
共
通
）】
第

一
部
＝
パ
ソ
コ
ン
は
じ
め
の
一

W
indow

s

歩
（
パ
ソ
コ
ン
・ 
     
 
の

基
本
操
作
、
キ
ー
ボ
ー
ド
・
マ

ウ
ス
の
操
作
に
慣
れ
る
、
日
本

語
入
力
の
基
本
操
作
）
第
二
部

＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
始
（
い

ろ
い
ろ
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹

介
、
実
際
に
作
る
）【
講
師
】
同

大
学
講
師
・
近
藤
佐
保
子
さ
ん

【
定
員
】
各
五
〇
名
【
受
講
料
】

無
料

☆

　

【
会
場
】
明
治
大
学
和
泉
校

舎（
永
福
１
―
９
―
１
）【
対
象
】

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１４

①
は
希
望
講
座
名
を
書
い
て
、

同
大
学
広
報
部
、
②
は
講
座
名

と
希
望
日
も
書
い
て
、
同
大
学

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
「
和
泉
キ

ャ
ン
パ
ス
情
報
科
学
市
民
講

座
」
係
（
い
ず
れ
も
〒　

‐
８

１０１

３
０
１
千
代
田
区
神
田
駿
河
台

１
―
１
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
大
学
広

報
部
�
３
２
９
６
‐
４
０
８
８
、

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
�
３
２
９

６
‐
４
２
９
４
ま
た
は
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６

６
２
１
へ
。

�
高
千
穂
大
学
公
開
講
座

◇
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ス
ポ
ー
ツ

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
・
会

場
】
右
下
表
の
と
お
り
【
対
象
】

　

･

歳
以
上
の
区
内
在
住 
在
勤

１８の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
受
講

料
】
五
〇
〇
円
（
資
料
代
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
講
座
名
も
書
い
て
、
９

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

１１
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
。

２２

３２

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�◇
ア
ー
ト
で
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ

･

　

【
日
時 
内
容
ほ
か
】
右
下

表
の
と
お
り
【
会
場
】
女
子
美･

術
大
学
【
対
象
】
区
内
在
住 

在
勤
・
在
学
の
方

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
講
座
名
の
い
ず
れ
か
一

つ
（
Ｄ
実
技
は
お
子
さ
ん
の
氏

名
・
年
齢
・
性
別
も
記
入
）
も

書
い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）

１７

ま
で
に
同
大
学
公
開
講
座
係

（
〒　

‐
８
５
３
８
和
田
１
―

１６６

　

―
８
）
ヘ
。
申
し
込
み
多
数

４９の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
大
学
�

５
３
４
０
‐
４
５
０
７
へ
。

�
　

今
ま
で
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
運
営
に
必
要
な

�
女
子
美
術
大
学

　
　
　

公
開
講
座

�
女
性
問
題
啓
発
講
座 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
お
け
る

女
性
た
ち

〜
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
か
ら

考
え
方
や
活
動
資
金
の
確
保
の

方
法
な
ど
豊
富
な
事
例
を
も
と

に
考
え
ま
す
。（
区
共
催
） 

　

【
日
時
】
①
９
月　

日
�
②

２５

　

月
２
日
�
い
ず
れ
も
午
後
１

１０時　

分
〜
２
時　

分
【
会
場
】

１５

４５

東
京
女
子
大
学
（
善
福
寺
２
―

６
―
１
）【
内
容
】
①
高
齢
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
草
の
根
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー

ク
と
女
性
た
ち
【
講
師
】
東
京

女
子
大
学
教
授
・
加
藤
春
恵
子

さ
ん【
対
象
】区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
【
定
員
】
一
〇
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
男

１８

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６７

０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―
３
）

５６

へ
。
フ
ァ
ク
ス　

３
３
９
３
‐

FAX

４
７
１
４
で
の
申
し
込
み
も

可
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０
へ
。

�
　

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
で
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ

め
て
み
よ
う
」
と
い
う
方
を
対

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

は
じ
め
て
み
よ
う
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

象
に
、
毎
月
一
回
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
に
あ

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

【
日
時
・
タ
イ
ト
ル
・
内
容
】

左
表
の
と
お
り
【
会
場
】
杉
並

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
８
）【
定
員
】

１４

一
五
名
（
各
月
と
も
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
杉

並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�

５
３
０
６
‐
３
９
３
９
・　

５
FAX

３
０
６
‐
６
５
９
７
へ
。

高
齢
者
の
た
め
の
起
業

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―

　

―　

）【
対
象
】
区
内
在
住
の

４７

１２

　

歳
前
後
の
方
で
、
定
年
退
職

６０

を
迎
え
た
方
、
ま
た
は
近
く
退

職
を
控
え
て
い
る
方
【
定
員
】

八
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、９
月　

日（
必

１４

着
）
ま
で
に
高
齢
者
施
策
課
事

業
支
援
主
査
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、同
主
査
へ
。

※
�
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
講

師
と
行
政
書
士
に
よ
る
個
別

相
談
会
を
実
施
（
一
時
間
程

度
）

〈明治大学公開講座・日本近代の絶唱〉

講師内容月日
教授　
佐藤　嗣男

島崎藤村『若菜集』―思ひ乱
れて鳴呼恋の―１０月６日

教授　
吉田　悦志

与謝野晶子『みだれ髪』―ゆあ
みして泉をいでしわが肌に―　　１３日

教授　
池田　功

石川啄木『一握の砂』－かに
かくに渋民村はー　　２０日

助教授　
宮越　勉

高村光太郎『道程』－僕のう
しろに道はできるー　　２７日

※時間は、いずれも土曜日の午後２時～３時３０分。

〈女子美術大学公開講座〉
定員受講料講師内容月日講座

１００名３００円教授　
石田　良恵

さわやかにボディ
ーデザイン１０月１３日Ａ講義

（１回）

１００名３００円助教授 
三浦　明範

１５世紀フランドル
絵画の技法と材料
―ファン・アイク
の秘密に迫る―

　　２０日Ｂ講義
（１回）

 ６０名６００円

教授　
志賀　洋清女性とメークアッ

プ

１１月１０日
Ｃ講義
（２回） 西村　光子と 

ソフィーナグ
ループ

　　１７日

親子で１５
組（お子
様は小学
生以上）

１２００円
教材費
３０００円

教授
佐久間　恭子
助手
山本　美穂子

親子で作ろう暖か
マフラー

９月２９日・
１０月６・１３・
２０日

Ｄ実技
（４回）

 ２０名
１２００円
教材費
３０００円

教授
吉武　研司

楽しいドローイン
グ―ガラス絵にも
挑戦

１１月１０・１７・
２４、１２月１
日

Ｅ実技
（４回）

※時間は、いずれも土曜日の午後1時３０分～Ａ，Ｂ，Ｃ講座は２時間，Ｄ，Ｅ講
座は３時間。

〈高千穂大学公開講座〉
会場講師内容月日

杉並キャン
パス体育館

教授　
三沢　幸雄、
石黒　弘、
今野　廣隆

ヘルスチェックと
ストレッチング１０月６日

登戸総合グ
ラウンド

教授　
今野　廣隆

ウォーキング�
－芝生を歩く　　１３日

教授　
三沢　幸雄、
今野　廣隆

ウォーキング�
－元気に速歩　　２０日

教授　
石黒　弘

テニス�
―初級･基本技術
とルール

　　２７日

教授　
三沢　幸雄、
石黒　弘

テニス�
―ゲームを楽しむ１１月１０日

杉並キャン
パス体育館

教授　
三沢　幸雄、
石黒　弘、
今野　廣隆

軽スポーツとヘル
スチェックーイン
ディアカ、バウン
ドテニス、卓球他

　　１７日

※時間は、いずれも土曜日の午後１０時４０分～正午。

〈生活者カレッジ〉
講　師テーマ月　日

弁護士
村　千鶴子

開校式
知っておきたい
消費者契約法

９月２５日�

大阪学院大学
箸本　健二

２１世紀の流通と
くらし　　２８日�

弁護士
神山　美智子

食品の安全に関
わる最近の話題１０月２日�

杉並区長
山田　宏

区政と暮らしを
考える　　５日�

武蔵野女子大学
川村　匡由

介護保険とその
課題　　９日�

国会議事堂・毎日新聞社施設見学会　　１６日�
大和成和病院

南淵　明宏私たちと医療　　１９日�

リサイクル清掃課長家電リサイクル
法がはじまって　　２３日�

東洋経済新報社
大西　良雄

経済新聞の読み
方　　２６日�

ジャーナリスト
天笠　啓祐

原発はなぜこわ
いか
閉校式

　　３１日�

※時間はいずれも午後１時３０分～３時３０分（予定・１６日は全日）。

〈ボランティア講座〉
内容タイトル・講師月日

　鈴木さんのボランティア活
動を参考に、自分の「？」を
探してみましょう

『いじわるばあさん』になるため
に／講師：鈴木良子さん（杉並ボ
ランティアセンター運営委員）

９月２９日�

不登校やひきこもりの問題に
ついて考えます

不登校・ひきこもりの家族支援／
講師：渋谷英雄さん（東京メンタ
ルヘルス・アカデミー）

１０月２０日�

※１．時間はいずれも午後１時３０分～４時　２．内容（タイトル）は変更になる場
合があります。

〈高齢者のための起業支援セミナー〉

講　　師内　　容日　時
キャリアコンサルタント協同
組合員シニアベンチャーアド
バイザー　　　　渋谷　和明

シニアベンチャーのすすめ
～自己実現を果たし、より
充実した人生を～

�９月１８日�
午後６時３０分～８時３０分

志起業研究所　主任研究員
中小企業診断士　竹内　裕明

起業のための基礎知識～事
業を始めるにあたって～

�　　２０日�
午後６時３０分～８時３０分

国際協力事業団（ＪＩＣＡ）
派遣員専門員　　肥後　照雄

成功をおさめた起業家の経
験談～新しい人生のスター
トをきるために～

�　　２１日�
午後６時３０分～８時３０分

問い合わせ主な内容日　　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

清掃管理課
清掃計画係中間答申の検討９月３日�

　午前１０時～清掃審議会

選挙管理委
員会事務局

ポスターコンクール
応募作品審査等

　　１１日�
　午前１０時～

選挙管理委
員会定例会

報告事項について

　　１８日�
　午前１０時～
　　２５日�
　午前１０時～

※日時は変更する場合があります。
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健
康
都
市
杉
並
フ
ァ
ロ

（
か
が
り
火
）２
０
０
１

◇
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

楽
し
く 

ウ
エ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
左

表
の
と
お
り
【
会
場
】
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
地
下
講
堂
（
荻
窪

５
―　

―
１
）【
対
象
】
区
内
在

２０

住
で
、全
日
出
席
で
き
る
方【
定

員
】
五
〇
名
（
先
着
順
）【
参
加

費
】無
料
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

◇
家
族
の
た
め
の 

精
神
保
健
セ
ミ
ナ
ー

　

精
神
科
の
病
気
を
理
解
し
て

家
族
の
対
応
と
援
助
の
方
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
、　

２６

１０

月　

日
�
時
間
は
い
ず
れ
も
午

３１
後
１
時　

分
〜
４
時　

分
【
会

３０

３０

場
】高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー（
高

井
戸
東
３
―　

―
３
）【
内
容
】

２０

家
族
の
た
め
の
Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
生
活

技
能
訓
練
）【
講
師
】
Ｓ
Ｓ
Ｔ
普

及
協
会
・
高
森
信
子
さ
ん
【
対

象
】
精
神
科
の
病
気
を
持
つ
方

の
家
族
【
定
員
】
三
〇
名
（
先

着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。

◇
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

あ
な
た
の
骨
、大
丈
夫
？

　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
・
講

師
】
左
表
の
と
お
り
【
対
象
】

区
内
在
住
の　

歳
以
下
の
女
性

４０

で
全
日
出
席
で
き
る
方【
定
員
】

二
〇
名（
先
着
順
）【
参
加
費
】無

料
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ
。

※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み
制
）。

◇
い
ず
み
歯
科
講
座
・
歯

周
病

　

【
日
時
】
�
９
月　

日
�
�

１９

　

日
�
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

２６４
時
【
内
容
】
�
今
か
ら
で
も

間
に
合
う
歯
周
病
対
策
�
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ
う

【
講
師
】
�
日
本
大
学
歯
学
部

助
教
授
・
尾
崎
哲
則
さ
ん
�
保

健
セ
ン
タ
ー
・
歯
科
衛
生
士【
会

場
】
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
和

泉
４
―　

―
６
）【
対
象
】
区
内

５０

在
住
の
方
【
定
員
】
二
五
名

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
。

◇
糖
尿
病
講
習
会

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
前

１０

９
時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
荻

３０

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
地
下
講
堂

（
荻
窪
５
―　

―
１
）【
内
容
】

２０

糖
尿
病
が
心
配
な
人
の
外
食
の

選
び
方
・
調
味
料
の
考
え
方【
講

師
】東
京
衛
生
病
院
栄
養
科
長
・

米
山
貞
治
さ
ん
【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
五

〇
名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無

料　
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

親
子
す
こ
や
か
教
室

　

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
み
つ
け

ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
・
内
容
・
講
師
】
左

表
の
と
お
り
【
会
場
】
上
井
草

保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―

８
―　

）【
対
象
】
区
内
在
住
の

１９

乳
幼
児
（
０
歳
〜
２
歳
ぐ
ら
い

ま
で
）
の
保
護
者
【
定
員
】
三

〇
名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無

料
【
託
児
】　

日
の
み
あ
り
。

１１

他
の
日
も
子
ど
も
同
伴
可

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。

�
　

法
律
の
改
正
に
よ
り
高
齢
者

の
財
産
管
理
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
学
び
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
３
日
�
午
後

１０

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
消
費
者

セ
ン
タ
ー
【
講
師
】
日
本
社
会

福
祉
士
会
副
会
長
・
池
田
恵
利

子
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在
住
の

方
【
定
員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】

無
料　

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２０

に
消
費
生
活
課
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
消
費
者
講
座 

成
年
後
見
制
度

あ
な
た
の
家
の
環
境
検
査

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

ダ
ニ
や
化
学
物
質
、
食
中
毒

菌
な
ど
か
ら
健
康
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
、
我
が
家
の
実
態
を
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

【
検
査
項
目
】
�
ダ
ニ
抗
原

量
測
定
�
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

な
ど
の
測
定
�
手
指
や
ま
な
板

な
ど
の
細
菌
検
査
�
冷
蔵
庫
内

の
温
度
測
定
【
実
施
時
期
】
�

�
は
９
月　

日
�
か
ら
一
カ
月

２５

位
の
間
（
検
査
日
は
後
日
打
ち

合
わ
せ
）、
�
�
は　

日
�
〜　

２５

２９

日
�
【
募
集
人
数
】
三
〇
名

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
ま
た

は
電
話
で
、
�
�
は
検
査
の
希

望
日
も
書
い
て
、９
月　

日（
必

１４

着
）
ま
で
に
杉
並
保
健
所
生
活

衛
生
課
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
５
―　

―
１
）
へ
。

２０

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
９
１
‐
１
９
９
１
へ
。

※
検
査
器
材
な
ど
の
関
係
で
検

査
は
�
�
と
�
�
の
二
回
に

分
け
て
行
い
ま
す
。

地
域
・
家
庭
文
庫
の
活

動
を
援
助
し
ま
す

　

自
宅
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に

本
の
読
み
聞
か
せ
や
貸
し
出
し

を
無
償
で
行
っ
て
い
る
地
域
文

庫
・
家
庭
文
庫
に
、
図
書
な
ど

を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

９
月　

日
ま
で
に
中
央
図
書
館

１５

（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
３
―

１６７

　

―　

�
３
３
９
１
‐
５
７
８

４０

２３

７
）
へ
。

盲
人
会
館 

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

【
日
時
】　

月
３
日
�
午
前

１０

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
盲

１０人
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住
の

方
【
定
員
】
五
〇
名
【
費
用
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
時
間
（
午
前
・
午
後
の

区
分
）
も
書
い
て
、
９
月　

日
２０

（
必
着
）ま
で
に
盲
人
会
館（
〒

　

‐
０
０
５
２
南
荻
窪
３
―　

１６７

２８

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

１０
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
�

３
３
３
３
‐
３
４
４
４
へ
。

美
容
サ
ー
ビ
ス 

無
料
ご
招
待

　

９
月　

日
の
敬
老
の
日
に
、

１５

要
介
護
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
、
送
迎
付
き
の
美
容
サ
ー
ビ

ス
の
無
料
招
待
を
行
い
ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で
介
護

保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
女
性
の
方
【
サ
ー
ビ
ス
内

容
】
シ
ャ
ン
プ
ー
・
カ
ッ
ト
・

ブ
ロ
ー
【
募
集
人
数
】
一
〇
名

　

申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
要
介
護
度
・
電
話
番

号
・
利
用
希
望
時
間
（
午
前　
１０

時
〜
午
後
６
時
）・
送
迎
の
希
望

の
有
無
を
書
い
て
、
９
月　

日
１０

（
必
着
）
ま
で
に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
美
容
室
「
ね
こ
の
手
」
�
３

３
２
７
‐
７
７
７
９
フ
ァ
ク
ス

　

５
３
５
５
‐
６
６
５
１
へ
。

FAX
　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
店
へ
。

※
車
イ
ス
で
の
利
用
も
で
き
ま

す
。

書
類
と
手
続
き
・
社
会

保
険
・
行
政
に
関
す
る

合
同
相
談
会

　

【
日
時
】
９
月　

日
�
午
後

１４

１
時
〜
４
時
【
会
場
】
区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー
【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
書
士

会
杉
並
支
部
�
０
１
２
０
‐
５

６
７
‐
５
３
７
／
社
会
保
険
労

務
士
会
杉
並
支
部
�
３
３
８
０

‐
２
４
６
１
ま
た
は
区
政
相
談

課
へ
。

�
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
方
へ 

温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利

用
券
を
配
布
し
ま
す

　

【
施
設
・
開
設
期
間
・
料
金
】

①
数
馬
の
湯
（
檜
原
村
）
＝
９

月
１
日
〜　

年
１
月　

日
（
月

１４

３１

曜
日
定
休
）②
も
え
ぎ
の
湯（
奥

多
摩
町
）
＝　

月
１
日
〜　

年

１２

１４

３
月　

日
（
月
曜
日
定
休
）【
料

１７

金
】
大
人
四
〇
〇
円
・
小
人
二

〇
〇
円
【
配
布
場
所
】
国
民
健

康
保
険
課
（
区
役
所
東
棟
二

階
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
荻

窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
課
管
理
係
へ
。

※
①
利
用
券
一
枚
で
三
名
ま
で

利
用
で
き
ま
す
②
国
民
健
康

保
険
加
入
者
以
外
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

成
人
歯
科
健
診
の
実
施

　
　

年
度
か
ら
、　

・　

・　

１３

４０

５０

６０

歳
の
方
を
対
象
に
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
一
環
と
し
て
歯
周
疾

患
の
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、「
成
人
歯
科

健
康
診
査
受
診
通
知
」
を
８
月

下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
対
象
者
】　

年
３
月　

日

１４

３１

現
在
で
、　

・　

・　

歳
の
区
民

４０
５０
６０

【
健
診
期
間
】
９
月
１
日
〜　
１１

月　

日
【
実
施
場
所
】
区
が
指

３０
定
す
る
歯
科
医
療
機
関

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
健
康
推
進
課
歯
科
担
当
�
３

３
９
１
‐
１
０
１
５
へ
。

〈楽しくウエイトコントロール〉

講　　師内　　容月　　日
荻窪保健センター 
管理栄養士・保健婦

自分のベストウエイト
を知ろう！９月１９日�

立教大学教授　濁川　孝志美しくやせる　　２６日�

荻窪保健センター 
歯科衛生士・栄養士・保健婦

かんで食べてシェイプ
アップ〔試食あり〕１０月４日�

※１．時間は、いずれも午前９時半～正午　２．２６日は、ストレッチ
できる服装で、電卓をお持ちの方は、持参。

〈骨粗しょう症予防教室〉

講　　師内　　容日時／会場

高井戸保健センター
スタッフ骨の健康度測定と歯の話

９月１７日�午後２時～４時３０分
高井戸保健センター

（高井戸東３－２０－３）

高井戸保健センター
栄養士

健康な骨づくりのための食
生活～手軽にできるおかず
骨の健康度測定結果

　　２６日�午後１時３０分～３時３０分
高井戸地域区民センター
（高井戸東３－７－５）

筑波大学附属高校教諭
医学博士　小沢　治夫

健康な骨づくりのための
運動

１０月３日�午前１０時～正午
高井戸地域区民センター

電
話
の
そ
ば
に
は
っ
て
い
ざ
と
い

う
時
に
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
リ
ト
リ
線
）

（キリトリ線）

緊
急
医
療
の
案
内

緊
急
医
療
の
案
内

〈親子すこやか教室〉
講　師内　容月　日

クラジ歯科医院　
院長　倉治　ななえ０歳からの虫歯予防９月１１日�

保健センター栄養士
・虫歯になりにくい食べ方
・簡単手づくりおやつ
　（料理実演と試食）

　　１８日�

保健センター
保健婦・歯科衛生士

・丈夫な体を作るために今
できること

・歯みがきはどうするの？
　　２８日�

※時間はいずれも午前１０時～１１時３０分。

掲示板

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください（平日夜間の小児科の急病
診療は休止しました）。

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り �５２７２‐０３０３
東京消防庁災害救急情報センター �３２１２‐２３２３

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

�3391－1599�外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

●日曜・祝日…午前９時～午後４時
�339８－５６６６歯 科 �

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

�3391－５５３９調 剤 薬 局 �

（ ）２４時間
受付

休日などの急病診療など

杉並区の広報番組です
�

・江戸糸あやつり人形・総合震災訓

9月の放送予定番組

すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎなななななななななななななななななななななななななななななななななみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーススススススススススススススススススススススススススススススススス放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
ジジェェイイココムム東東京京（（ケケーーブブルルテテレレビビ））２２チチャャンンネネルル
午午前前９９時時～～、、正正午午～～、、午午後後７７時時～～（（１１日日３３回回各各１１５５分分））
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�
区
立
保
育
園 

調
理
ア
ル
バ
イ
ト

　

【
勤
務
期
間
】
一
カ
月
〜
六

カ
月
【
勤
務
期
間
】
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
【
募
集

３０

１５

人
数
】
五
名
程
度
（　

歳
以
上
、

１８

高
校
生
不
可
、
資
格
不
問
）【
時

給
】
九
七
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参

で
保
育
第
一
係
（
区
役
所
東
棟

三
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

秋
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

日
時
と
会
場
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
個
別
の
通
知
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
お
手
元
の
予
防
接

種
冊
子
の
中
の
ポ
リ
オ
予
診
票

を
切
り
離
し
て
、
お
近
く
の
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　

▽
転
入
さ
れ
た
方
な
ど　
　
　

　

転
入
さ
れ
た
方
、
７
歳
６
カ

月
未
満
で
未
接
種
の
方
は
各
会

場
に
予
診
票
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
母
子
手
帳

持
参
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
予
防

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
へ
。

※
発
熱
、
下
痢
、
急
性
疾
患
な

ど
当
日
の
予
診
結
果
に
よ
っ

て
は
接
種
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

放
射
第
５
号
線
、三
鷹
３
・

２
・
２
号
線
の「
基
本
計
画

お
よ
び
計
画
変
更
素
案
説

明
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

都
は
、
都
市
計
画
道
路
「
放

射
第
５
号
線
、
三
鷹
３
・
２
・

２
号
線
（
久
我
山
二
丁
目
〜
三

鷹
市
牟
礼
二
丁
目
）」の
整
備
に

あ
た
り
、
計
画
策
定
の
段
階
か

ら
情
報
を
公
開
し
、
都
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

計
画
を
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た

も
の
に
調
整
し
て
い
く
た
め
、

総
合
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度

の
試
行
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
総
合
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
審
査
意
見
書
を
踏
ま

え
、
総
合
的
判
断
の
上
、
基
本

計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
決
定

し
た
基
本
計
画
お
よ
び
こ
れ
に

伴
う
放
射
第
５
号
線
の
都
市
計

画
変
更
素
案
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
・
会
場
】
�
９
月　
１２

日
�
＝
国
学
院
大
学
久
我
山
高

等
学
校
第
一
体
育
館
（
久
我
山

１
―
９
―
１
）
�
９
月　

日
�

１３

＝
三
鷹
市
立
北
野
小
学
校
体
育

館（
三
鷹
市
北
野
３
―
１
―
５
）

午
後
７
時
〜
９
時

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
・
都
市

計
画
局
施
設
計
画
部
街
路
計
画

課
�
５
３
８
８
‐
３
２
９
３
ま

た
は
都
建
設
局
道
路
建
設
部
計

画
課
�
５
３
２
０
‐
５
３
２
４

へ
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
ご
案
内

◇
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方

　
　

年
度
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

１３
は
、　

年　

月
１
日
か
ら　

年

１３

１０

１４

９
月　

日
ま
で
の
１
年
間
で

３０

す
。　

歳
以
上
の
方
は
、　

月

７０

１０

１
日
か
ら
申
請
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

　

パ
ス
の
種
類
は
、　

年
度
の

１３

住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
一
〇

〇
〇
円
、
課
税
の
方
は
二
万
五

一
〇
円
で
す
。
必
要
書
類
（
�

介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
確

認
で
き
る
も
の
�
一
〇
〇
〇
円

の
パ
ス
に
該
当
す
る
方
は
住
民

税
非
課
税
証
明
書
又
は
介
護
保

険
料
納
入
（
決
定
）
通
知
書
）

を
お
持
ち
の
上
、　

月
１
日
か

１０

ら
お
近
く
の
パ
ス
発
行
常
設
窓

口
（
下
表
）
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　

◇
更
新
の
方

　

現
在
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

は
、
８
月
中
に
更
新
の
ご
案
内

を
し
て
い
ま
す
が
、
パ
ス
発
行

常
設
窓
口
（
右
表
）
で
も
更
新

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
各
パ
ス
発

行
常
設
窓
口
ま
た
は
東
京
バ
ス

協
会
�
５
３
０
８
‐
６
９
５
０

へ
。

み
ん
な
で
つ
く
る
「
環

境
世
紀
」
環
境
博
覧
会

す
ぎ
な
み
２
０
０
１

　
　

月　

日
�
、　

日
�
に
開

１０

２７

２８

催
す
る
「
環
境
博
覧
会
す
ぎ
な

み
２
０
０
１
」
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　

【
日
時
・
募
集
内
容
】
右
下

表
の
と
お
り
【
会
場
】
高
井
戸

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―
７
―
５
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、環
境
課
へ
。

�
　

マ
イ
バ
ッ
グ
を
広
げ
て
い
く

た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
意
見
交
換
を
図
る
た
め
、

第
三
回
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
連
絡

会
を
開
催
し
ま
す
。
普
及
の
ア

イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
団
体
お
よ

び
個
人
の
参
加
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

【
日
時
】
９
月
６
日
�
午
後

５
時　

分
〜
７
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷

南
３
―
２
―　

）【
対
象
】
区

１９

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　

申
し
込
み
は
、
９
月
１
日
〜

当
日
の
間
に
、
電
話
で
清
掃
管

理
課
へ
（
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
可
）。申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。　

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

※
な
お
、
連
絡
会
に
参
加
で
き

な
い
方
で
も
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
ア
イ
デ

ア
を
受
け
付
け
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
の
募
集

　

ご
み
減
量
の
た
め
、
お
買
い

物
に
マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
物
袋
）

を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

区
で
は
、
あ
な
た
の
マ
イ
バ

ッ
グ
を
募
集
し
ま
す
。製
作
品
・

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
・
ア
イ

マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
連
絡

会

デ
ア
を
問
い
ま
せ
ん
。
応
募
作

品
は　

月
の
マ
イ
バ
ッ
グ
作
品

１０

展
で
展
示
さ
れ
、
コ
ン
テ
ス
ト

に
よ
り
優
秀
作
品
は
表
彰
さ
れ

ま
す
。

　

【
募
集
期
限
】
９
月　

日
２８

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
【
応
募
方
法
】
郵
送

ま
た
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
【
応
募

先
】
清
掃
管
理
課
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
５
成
田
東
５
―　

―　
３５

１５

ザ
・
プ
ラ
ザ
Ｆ
ビ
ル
）

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
と
生
活
実
態
調

査
　

区
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、「
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
と
生
活
実
態
調

査
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
】　

歳
以
上
の
男
女
区

２０

民
三
〇
〇
〇
名（
無
作
為
抽
出
）

【
調
査
方
法
】
９
月
上
旬
に
郵

送
す
る
調
査
票
に
ご
記
入
の

上
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

に
て
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い

【
調
査
内
容
】男
女
平
等
意
識
、

女
性
の
人
権
、
男
女
共
同
参
画

関
係
施
策
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
担
当
へ
。

議
会
を
傍
聴 し

ま
し
ょ
う

　

第
三
回
区
議
会
定
例
会
は
、

９
月　

日
�
か
ら
開
会
さ
れ
る

１１

予
定
で
す
。

　

区
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
当

日
、
区
役
所
中
棟
三
階
の
受
付

へ
。
定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
議
会
事

務
局
へ
（
日
程
に
つ
い
て
は
９

月
５
日
以
降
）。

※
手
話
通
訳
希
望
の
方
は
、
四

日
前
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

宿
泊
四
施
設
の
民
営
事

業
者
の
公
募

　

区
で
は
、　

年
４
月
か
ら「
湯

１４

河
原
す
ぎ
な
み
荘
」「
す
ぎ
な
み

自
然
村
」「
富
士
学
園
」「
弓
ケ

浜
学
園
」
を
民
営
化
す
る
予
定

で
す
。
宿
泊
施
設
の
経
営
を
行

う
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

　
【
応
募
期
間
】９
月　

日
ま
で

２１

　
【
応
募
資
格
】旅
館
・
ホ
テ
ル

な
ど
を
運
営
し
て
い
る
法
人
、

ま
た
は
保
養
施
設
な
ど
の
管
理

あ
る
い
は
運
営
を
受
託
し
て
い

る
法
人

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
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〈東京都シルバーパス発行常設窓口〉
９月中は更新のみの受付です。

受付期間 常設発行窓口

９月１０日�～
午前１０時～午後４時

関東バス阿佐谷営業所
（下井草１‐５‐３）
�３３９９‐３１８５
関東バス五日市街道営業
所（成田西２‐１８‐２０）
�３３９８‐２２１１

９月１０日�～
平日＝午前１１時～午
後４時
土、日、祝日＝午前
１０時３０分（高円寺は
午前１１時）～午後４
時

関東バス高円寺駅北口案
内所（ＪＲ高円寺駅北口
左側）
�３３３８‐２９９９
阿佐ケ谷駅北口案内所
（ＪＲ阿佐ケ谷駅北口右
側）�３３３７‐５９２８

９月１０日�～
平日＝午前１０時～午
後４時
土、日、祝日＝午前
１０時３０分～午後４時

荻窪駅北口案内所
（ＪＲ荻窪駅北口左側）
�３３９２‐９４７１
荻窪駅南口案内所
（ＪＲ荻窪駅南口交番隣）
�３３９１‐６９５０

９月１０日�～
平日＝午後０時～午
後３時／土、日、祝日
＝午前１１時～午後４
時

西荻窪駅北口案内所
（ＪＲ西荻窪北口交番隣）
�３３９９‐０９６６

１０月１日�～
平日＝午前９時～午
後８時　※土、日、
祝日は休み

東京都交通局杉並支所
（梅里１‐１４‐２２）
�３３１１‐４１７７

１０月１日�～
午前９時～午後５時

京王バス永福町営業所
（永福２‐６０‐１９）
�５３００‐６０１１
※土、日、祝日の案内所は、午後２時１０分から３時
まで昼休みのため受付できません。

〈環境博覧会すぎなみ２００１〉

申込みの
注意

申込み方法
募集店数および
人数（参加費）

対   　象　日時（会場）　行  事  名 

グループ
の場合は
代表者名
を記入

往復ハガキ
（２面ハガ
キ記入例参
照）で、９
月１８日（必
着）までに
環境課環境
博覧会担当
へ。申し込
み多数の場
合は、抽選

２０店
（１店１０００円）

区内在住・在勤・
在学で営利を目
的としない個人
またはグループ

１０月２７日�
午前１０時～午後４時
（２階テラス）

フリーマーケット
家庭で眠っている
生活用品、衣服な
どの販売

�または
�（�は
お子さん
の年齢
も）を記
入

�は２８名
�は１２組
（５００円・食材料
費）

�は区内在住・
在勤の方
�は区内在住・
在勤の親子
（小学生以上）

�１０月２７日�
�１０月２８日�
時間はいずれも午前
１０時３０分～午後１時
（３階料理室）

エコ・クッキング
食材やエネルギー
など環境に配慮し
た料理教室

参加希望
日時を記
入

各回６名
（５００円・材料費）

区内在住・在勤・
在学の方

１０月２７日�・２８日�
時間はいずれも
午前１０時３０分～正午
と午後１時３０分～午
後３時（３階談話室）

ラッピング講習
初めてでも簡単
マイラッピング

時間は後
日担当か
ら連絡

１日２５名（無料・
実費がかかる場
合があります）

区内在住・在勤・
在学の方

１０月２７日�・２８日�
時間はいずれも午前
１０時～午後３時（２
階創作室）

おもちゃの病院　
壊れたおもちゃを
修理します

〈１３年度　秋のポリオ予防接種〉 

会　場日　程
☆高井戸保健センター（高井戸東３‐２０‐３)
杉並第二小学校（第２音楽室・成田西３‐４‐
１）
桃井第三小学校（会議室・西荻北２‐１０‐７）

１０月１２日�

☆上井草保健センター（上井草３‐８‐１９）
高井戸第三小学校（下高井戸４‐１６‐２４）
杉並第十小学校（和田３‐５５‐４９）

　　１５日�

☆和泉保健センター（和泉４‐５０‐６）
沓掛小学校（開放会議室・清水３‐１‐９）
高井戸第二小学校
（プレイルーム・久我山４‐４９‐１）

　　１６日�

高井戸保健センター
☆高円寺保健センター（高円寺南３‐２４‐１５）
☆荻窪保健センター（荻窪５‐２０‐１）

　　１７日�

荻窪保健センター
八成小学校（特別活動室・井草２‐２５‐４）
高円寺会館（高円寺北２‐１‐２）

　　１８日�

荻窪保健センター
和泉小学校（理科室・和泉２‐１７‐２１）
浜田山小学校（低学年音楽室・浜田山４‐２３‐１）

　　１９日�

高円寺保健センター
荻窪小学校（家庭科室・南荻窪２‐１‐１）
若杉小学校（会議室・天沼３‐１５‐２０）

　　２３日�

高井戸保健センター
松ノ木小学校（松ノ木ルーム・松ノ木１‐２‐２６）
杉並第一小学校（理科室・阿佐谷北１‐５‐２７）

　　２４日�

※日程前半（特に☆印）は例年会場が非常に混雑します。接
種までに大変時間がかかる場合がありますので、ご了承く
ださい。

�受付時間：午後１時１５分～２時３０分（時間厳守）
�体温測定・予診票の確認をおこなったうえ、接種します。
　（接種開始　１時３０分）
�会場が小学校の場合、スリッパを持参ください。
�車での来場はご遠慮ください。

〈予　備　日〉　　　　
　　　月　　日　　　　　　　　会　　場
　１１月７日�・２７日�　　　高円寺保健センター
　　　１２日�　　　　　　　上井草保健センター
　　　１５日�・１６日�　　　荻窪保健センター
　　　１４日�・２１日�　　　高井戸保健センター
　　　１６日�　　　　　　　和泉保健センター

訂
正
と
お
わ
び
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�

�区民体育祭秋季大会
◇弓道（高校生の部）
　【日時】９月２４日�午前９時～午後５時【会場】上井草スポーツセンター弓道
場（上井草３‐３４‐１）【種目】団体・個人【対象】区内在住・在学の方【参加
費】無料【申込み】９月１８日までにメンバー表を区弓道連盟・曽根へ【問合せ】
同連盟・曽根�５３１０‐６１９１
◇バドミントン（女子団体・一般の部）
　【日時】女子団体＝９月２７日�・３０日�、１０月２日�／一般＝１０月１４日�いず
れも午前９時～【会場】区立体育館【種目】女子団体＝複３組／一般＝男子・女
子複【参加費】女子団体＝１チーム６０００円（高校生チーム３０００円）／一般＝複２
人で２０００円【申込み】参加費を郵便振替で「００１３０‐８‐７２４１１７杉並区バドミン
トン連盟」あてに入金の上、受領証のコピーと申込書（区立体育館に用意）を、
女子団体は９月１４日、一般は９月２８日までに、区バドミントン連盟・宇田川孝
（〒１６６‐００１５成田東４‐３８‐２０ミカド運動具店内）へ郵送または持参【問合せ】
同連盟・宇田川�３３１３‐８５５１（午前１０時～午後５時）
◇アーチェリー
　【日時】予選＝１０月６日�午前９時～午後５時／決勝＝１０月１４日�午前９時～
午後５時【会場】上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１）【種目】
一般男子・一般女子・新人男子・新人女子【対象】区内在住・在勤・在学で中学
生以上の方【参加費】予選・決勝とも１人２００円【申込み】当日予選会場へ【問
合せ】区アーチェリー協会・小杉�３６６７‐８０６４（午前９時～午後５時）、�３３９０
‐６８３９（午後８時～１０時）
◇クレー射撃
　【日時】１０月８日�受付午前８時３０分～【会場】埼玉県営長瀞総合射撃場（埼
玉県秩父郡長瀞町野上下郷２３９５‐１）【種目】�トラップ�スキート【対象】区
内在住・在勤・在学の方で銃所持許可者【参加費】１種目６０００円【申込み】参加
費を添えて当日会場へ【問合せ】区クレー射撃連盟・森下�３３９５‐３３０３
◇ゴルフ
　【日時】１０月１８日�午前８時～【会場】大利根カントリークラブ（茨城県岩井
市大字下出島１０）【対象】区内在住・在勤・在学の方または区ゴルフ連盟加盟者
（先着１００名）【参加費】５０００円（別途プレー費１万９５００円。消費税別、交通費各
自負担）【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）にＨＣも書いて、９月
２０日までに区ゴルフ連盟・廣吉（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐３３‐２）へ。ファク
スFAX３３３９‐４５４５も可【問合せ】同連盟・廣吉�３３３９‐８２２６【備考】当日、区役所
横から会場行団体バスあり
◇柔道
　【日時】１０月２８日�午前９時３０分～【会場】日本大学第二高等学校（天沼１‐
４５‐３３）【種目】男子＝中学生（学年別）・段外・初段・二段・三段／女子＝中学
生・一般／小学生（男女混合）【対象】区内在住・在勤・在学の小学生以上の方
【参加費】無料【申込み】団体は責任者が申込書（事前に配布）で、一般はハガ
キ（２面ハガキ記入例参照）に身長・体重も書いて、１０月５日（必着）までに区
柔道会・帯津（〒１６７‐００３２天沼１‐４‐１５）へ。ファクスFAX３３９１‐６７０５も可【問
合せ】同会・帯津�３３９１‐６７０５
◇陸上競技
　【日時】１１月３日�午前１０時～【会場】武蔵野陸上競技場（武蔵野市吉祥寺北
町５‐１１‐２０）【種目】下表のとおり【対象】区内在住・在勤・在学の方（学連
登録者は除く）【参加費】一般･高校生＝１種目５００円、リレー１チーム１０００円／
小・中学生＝１種目２００円、リレー１チーム５００円を郵便振替で「００１００‐２‐１４０８１１
杉並陸上競技協会」へ入金【申込み】９月２０日（必着）までに申込用紙（区立体
育施設に用意）に記入して、返信用封筒（住所・氏名を明記し８０円切手を貼付）
を添えて区陸上競技協会・古山正美（〒１６６‐００１５成田東４‐２４‐９）へ【問合
せ】同協会・古山�３３１２‐５６２３

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇水上レクリエーション
　【日時】９月１６日�午前９時～午後４時（受付時間は午前９時～午後３時３０分）
【会場】高井戸温水プール（高井戸東３‐７‐５）【種目】水中ウォーク・記録

競技大会
会・日本泳法・自由水泳・ゲーム・親子で水遊びなど【参加費】大人・子供問わ
ず１人１００円【申込み】当日直接会場へ【問合せ】区アクアレクリエーション協
会・植村�３３２４‐１２１２（午前１０時～午後５時）または増渕�３３３３‐２５１７（午後７
時～９時）【備考】�水泳帽を用意�小学３年生以下は１８歳以上の付添いが必要
�おむつのとれていないお子さんはご遠慮ください
◇太極拳交流大会
　【日時】１０月６日�午後１時３０分～５時３０分【会場】高円寺体育館（高円寺南
２‐３６‐３１）【内容】第１部（全員参加の部）＝入門用太極拳、気功などに親し
む／第２部（団体・個人の部）＝集体、個人表演で交流【対象】区内在住・在
勤・在学の方および区内の太極拳団体【定員】５０名（第１部のみ・先着順）【参
加費】第１部＝無料／第２部＝団体３０００円、個人５００円【申込み】９月２０日（必
着）までに往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）で、区太極拳連盟・下川（〒１６７
‐００４２西荻北３‐５‐６‐６０３）へ【問合せ】同連盟・下川�５９３０‐２５７０【備考】
上履きを持参
�

�弓道 ○す教室番号１２２８
　【日時】１０月６日～１２月８日（予備日１日を含む）の毎週土曜日午後６時～８
時（計８回）【会場】上井草スポーツセンター弓道場【対象】区内在住・在勤・
在学で１６歳以上の初心者・初級者の方【定員】３６名【参加費】２４００円【申込み】
往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）に生年月日も書いて、９月１１日（必着）ま
でに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。申し込み多
数の場合は、抽選【問合せ】同センター�３３９０‐５７０７【備考】託児（３歳～就学
前）あり
�身体障害者水泳教室 ○す教室番号１３３１
　【日時】１０月６日～１２月８日の毎週土曜日（１０月２７日、１１月３日を除く）午前
９時～１１時（計８回）【会場】高井戸温水プール【対象】区内在住・在勤・在学
で身体障害者の方【定員】４０名【参加費】無料【申込み】往復ハガキ（２面ハガ
キ記入例参照）に生年月日も書いて、９月１３日（必着）までに高井戸温水プール
（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】
同温水プール�３３３１‐８６５２
�パドルテニス ○す教室番号１２３９
　【日時】１０月１５日～１２月３日の毎週月曜日午後１時～３時（計８回）【会場】
永福体育館【対象】区内在住・在勤・在学で１６歳以上の初心者・初級者【定員】
３０名【参加費】１６００円【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）に生年月
日も書いて、９月１１日（必着）までに永福体育館（〒１６８‐００６４永福３‐５１‐１７）
へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同体育館�３３２８‐３１４６
�フィットネスセミナー 中高年のためのフィットネス～らくらく体力アップ～
　４０歳以上の方を対象にしたセミナーです。簡単なマシントレーニングを取り入
れながら、体力アップをテーマに運動します。
　【日時】９月２６日�午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム【対象】区内在住・在勤の４０歳以上の方【定員】２０名【参加費】無
料（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）で、
９月１０日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐
１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター�３３９０‐５７０７へ【そ
の他】セミナー開催中は一般利用できません
�柔道教室
　【日時】１０月２日～１４年３月２６日の毎週火曜日午後７時～９時（第５週は除く、
１月は第２～５週・区後援）【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内
在住・在勤・在学で小学生以上の健康な方【定員】毎回６０名【参加費】月１０００円
（保険料別）【申込み】当日直接会場へ【問合せ】区柔道会・帯津�３３９１‐６７０５
�秋季初心者ソフトテニス教室
　ソフトテニスの基本、審判技術、試合の進め方などを指導します。（区共催）
　【日時】１０月６日～１２月１日の毎週土曜日午後３時～５時（計８回・予備日＝
１２月８日・１５日）【会場】松ノ木運動場庭球場（松ノ木１‐３‐２２）【対象】区内
在住・在勤の方【参加費】３０００円【申込み・問合せ】往復ハガキ（２面ハガキ記
入例参照）に経験年数も書いて、９月２２日（必着）までに区ソフトテニス連盟・
小島晃（〒１６６‐００１６杉並区成田西３‐６‐４へ。申し込み多数の場合は、抽選
【問合せ】同連盟・小島�３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
�区民歩こう会（箱根）～秋を満喫できるおすすめ２コース～
　【日時】１０月２１日�【選択コース】�パノラマコース（約８�・標高差４５０ｍ）
乙女峠～丸岳～長尾峠～桃源台／登り下りのあるコース（軽登山靴などで参加を）
�仙石原自然探勝路（約６�）湿生花園～すすきの原～桃源台／平坦な歩きやす
いコース【集合】午前７時区役所前【対象】区内在住･在勤･在学で全行程を歩け
る方（小学生以下は保護者同伴）【参加費】３０００円（バス代、傷害保険料など）
【定員】両コース計１７６名【申込み・問合せ】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参
照）に、希望コースも書いて９月２５日（必着）までに社会体育係へ。８名まで連
記可。二重申し込み不可。申し込み多数の場合は、抽選【備考】�雨天の場合は
バスハイクに変更�代理参加不可�申し込み後のコース変更はできません

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサ
ービスが利用できる電話受付システムです。申し込みは、９月１日午前８時
からハガキの締切日の午後１１時までです。

スポーツ教室　○す …すぽーつねっと�５３０５‐６２１３で申し込みできます
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〈陸上競技種目一覧〉

フィールドトラッククラス

走高跳・走幅跳
・砲丸投

６０ｍ（５０歳以上）、１００m（４０歳未満、４０歳以上）、２００m、４００m
（４０歳未満）、８００ｍ、１５００m（４０歳未満、４０歳以上）、５０００m
（５０歳未満、５０歳以上）、１５００ｍ競歩、４×１００ｍリレー

一般男子

６０ｍ（５０歳以上）、１００ｍ、４００ｍ、１５００ｍ、１５００ｍ競歩、４×
１００ｍリレー一般女子

１００ｍ、１５００ｍ、５０００ｍ、４×１００ｍリレー高校男子
１００ｍ、８００ｍ、４×１００ｍリレー高校女子
１００ｍ、２００ｍ、１５００ｍ、４×１００ｍリレー中学男子
１００ｍ、２００ｍ、８００ｍ、４×１００ｍリレー中学女子

走幅跳・ソフト
ボール投げ１００ｍ、８００ｍ、４×１００ｍリレー

小学男子
（４年生以上）
小学女子

（４年生以上）

働
く
方
の
た
め
の
ジ
ョ

イ
フ
ル
教
養
講
座　

　

【
日
時
・
内
容
・
定
員
ほ
か
】

左
表
の
と
お
り
【
会
場
】
勤
労

福
祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
の
勤
労
者
で
全
日
程
出
席

で
き
る
方
【
参
加
費
】
無
料

（
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
科
目
名
・
職
業
（
勤
務
先
・

所
在
地
・
電
話
番
号
）
も
書
い

て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１４

に
�
杉
並
区
勤
労
者
福
祉
協
会

（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井
４
―

１６７

３
―
２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
�

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
へ
（
水

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）。

※
募
集
定
員
が
一
定
の
人
数
に

達
し
な
い
場
合
は
、
講
座
を

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

〈働く方のためのジョイフル教養講座〉

 教材費講　師定員日　時内　容科　目

１４５０円
ＮＰＯ法人
さらプロジ
ェクト講師

各
２０名

�コース１０月２５日�・２６
日�・２７��コース１１月
１５日�・１６日�・１７日�
いずれも午後６時３０分～
８時３０分（ただし土曜日
は午前１０時～午後３時）

パソコンにはじめて触れる
方を対象（ローマ字入力で
す）�コースはＷｏｒｄの
基本的な操作から文書作成
まで�コースはＥｘｅｌの
基本操作から表の作成まで

パソコン
入門

２０００円料理研究家
大城　圭子２４名１０月１３日�・２０日�午前

１０時～午後３時〈計２回〉
沖縄の食材を使い、料理方
法を学びます

料理教室
（沖縄料理）
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

�
乳
幼
児
医
療
費
助
成

「
年
長
幼
児
医
療
費
助

成
の
お
知
ら
せ
」
を
送

付
し
ま
す

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
所
得

制
限
を
設
定
す
る
年
齢
が
改
正

さ
れ
、　

月
１
日
か
ら
、
５
歳

１０

以
下
の
乳
幼
児
の
保
護
者
に
対

す
る
所
得
制
限
が
廃
止
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
こ
の
医
療
費
助

成
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

で
、
新
た
に
助
成
の
対
象
と
な

る
年
齢
（
満
５
歳
）
の
方
に

「
お
知
ら
せ
」を
郵
送
し
ま
す
。

　

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
健
康
保
険
証
を

用
意
し
て
、
次
の
窓
口
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
９
月　

日
ま
で
】
児
童
福

１０

祉
係
（
区
役
所
東
棟
三
階
・
郵

送
の
場
合
は
、
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
）

　

【　

月
１
日
か
ら
】
児
童
福

１０

祉
係
ま
た
は
区
民
事
務
所
・
分

室
、
荻
窪
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

※
最
近
、
区
に
転
入
し
た
方
な

ど
、
お
手
元
に
「
お
知
ら
せ
」

が
届
い
て
い
な
い
方
は
児
童

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
所
得
制
限
が
改
正
さ
れ
ま
す

（　

月
１
日
〜
左
表
参
照
）

１０

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

　

月
１
日
以
降
に
「
乳
幼
児
の

１０氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
健
康

保
険
証
」
を
持
参
の
上
、
児
童

福
祉
係
ま
た
は
区
民
事
務
所
等

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
�
ま
た
は
�

に
該
当
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

記
載
さ
れ
て
い
る
書
類
も
併
せ

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�　

年
１
月
１
日
に
お
い
て
、

１３
杉
並
区
に
住
民
登
録
が
な
か
っ

た
保
護
者
は
、
そ
の
時
の
住
所

地
の　

年
度
児
童
手
当
用
所
得

１３

証
明
書
（
税
法
上
の
控
除
対
象

配
偶
者
の
方
に
つ
い
て
は
不

要
）
�　

年
１
月
１
日
に
お
い

１３

て
、
杉
並
区
に
住
民
登
録
を
し

て
い
た
保
護
者
で
、　

年
度
特

１３

別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
を

し
て
い
な
い
方
は
、申
告
の
上
、

そ
の
申
告
書
の
控
え

※
５
歳
以
下
の
乳
幼
児
の
保
護

者
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
新
年
度
の
医
療
証
を
送
付
し

ま
す

　

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
方
で
、　

月
１

１０

日
以
降
も
引
き
続
き
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
に
は
、

９
月
下
旬
に　

月
１
日
か
ら
有

１０

効
の
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

月
１
日
以
降
、
こ
の
助
成

１０
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
方
に
は
、
そ
の
旨
の
通
知
を

　

月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
。

１０
　

問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉

係
へ
。

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
師
育
成
コ
ー
ス

受
講
者
募
集

　

【
期
間
】　

月
１
日
�
〜　

１１

３０

日
�
（
祝
日
を
除
く
火
〜
金
曜

日
・
計
一
七
日
）【
時
間
】
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
【
会
場
】
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
清
水
分

室
（
清
水
３
―　

―
４
）【
講
習

２２

名
】
パ
ソ
コ
ン
講
師
育
成
コ
ー

ス
【
対
象
】
�
〜
�
に
す
べ
て

あ
て
は
ま
る
方
�
講
習
全
日
程

に
出
席
で
き
る
方
�　

歳
以
上

６０

の
方
�W

indow
s

 
     
 
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
の
経
験
が

あ
り
、
人
に
教
え
た
い
と
い
う

意
欲
の
あ
る
方
�
講
習
終
了

後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
、
パ
ソ
コ
ン
講
師
と

し
て
就
業
で
き
る
方【
受
講
料
】

一
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実

費
）【
定
員
】
五
名
（
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
書
類
選
考
後
、
面
接

に
よ
り
決
定
）【
面
接
日
】　

月
１０

　

日
�
お
よ
び　

月　

日
�

１７

１０

１９

（
時
間
は
書
類
選
考
の
結
果
と

と
も
に
通
知
）【
面
接
会
場
】
同

セ
ン
タ
ー
四
階
会
議
室
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―
７
）

１６

　

申
し
込
み
は
、
９
月　

日
ま

１４

で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
本
部

事
務
局
パ
ソ
コ
ン
講
習
係
�
３

３
１
７
‐
２
２
１
７
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
申
し
込
み
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

＜乳幼児医療費助成の所得制限＞

児童手当特例給付の所得制限が適用されます。保護者のうち、最も所得が高い
方について、平成１２年中の所得金額からＢ表の「所得からの控除額」を差し引
いた後の金額が、Ａ表の「１３年度所得限度額」未満であれば対象になります。

☆所得金額　　・給与所得者＝源泉徴収票の給与所得控除後の金額
　　　　　　　・事業所得者＝確定申告書の所得金額
☆扶養人数　　税法上の扶養人数

〈Ｂ表－所得からの控除額〉〈Ａ表－１３年度所得限度額〉

８０，０００円一律控除所得限度額扶養人数

２７０，０００円勤労学生・寡婦・寡夫控除４，６００，０００円０人
３５０，０００円特別寡婦控除４，９８０，０００円１人
５００，０００円老年者控除５，３６０，０００円２人
２７０，０００円障害者控除（１人につき） ５，７４０，０００円３人
４００，０００円特別障害者控除（１人につき） ６，１２０，０００円４人

控除相当額雑損・医療費・
小規模企業共済等掛金控除

※以下扶養人数が１人増すご
とに、所得限度額は３８万円
増加します。 ６０，０００円老人扶養控除（１人につき）

◆１０月の無料胃がん検診◆

申し込み方法対　象実施日時会場・定員

希望日の２週間前の火曜日
までにハガキで杉並区医師
会胃がん検診担当（〒１６６
‐０００４ 阿佐谷南３‐４８‐
８�３３９２‐４１１４）へ
問い合わせは、健康推進課
�３３９１‐１０１５へ

３５歳以上
の区民

１０月の木・金 
・土曜日
午前９時～午
前中

保健医療
センター　
（荻窪５‐
２０‐１）
定員４０名

胃
が
ん
検
診

（注）�次の�～�に該当する方は、お申込みをご遠慮ください。　�胃の
手術を受けたことのある方�現在、胃および十二指腸の疾病治療中ま
たは経過観察中の方�妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）�
おおむね１年以内に区実施の胃がん検診を受けた方　�ハガキ（１人
１枚）に「１０月の胃がん検診」と明記し、住所・氏名（フリガナ）・
生年月日・年齢（平成１４年３月３１日現在）・性別・電話番号・受診希
望日を書いてください。申込締切日は必着　�申し込み多数の場合は
抽選。受診の可否・受付時間は、後日連絡いたします。

� �

��
��
��
��
��
��
��
��
		

質
問
項
目
お
よ
び
回
答
欄
は
裏
面
で
す

�太線にそって切り取り、しっかりとのりづけしてください。
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

　記入後、太線に沿って切
り取り、のりづけして９月
２０日までにポストに投かん
してください（切手は不要
です）。
　ご意見は、このほか、手紙 
・ファクス（FAX３３１２‐９９１２）・
ホームページ http://www. 
city.suginami.tokyo.jp/ で
も受け付けています。

〈４つの条例の概要〉

目的など条例名

住民自治の基本理念やあり方、区民の区政への参
画や区民と行政の協働の仕組みを明らかにする

自治基本
条例

区民が地域の諸問題の解決に向けて自主的に取り
組む社会貢献活動を支援する

地域活動
支援条例

区民主体のまちづくりの推進に向け、まちづくり
への参加と合意形成の手続きを定める

まちづく
り条例

震災等の災害に備え区民・事業者・行政の役割と
責務を明らかにし、総合的な防災対策を定める

防災対策
基本条例

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項（（回回答答はは下下のの用用紙紙にに記記入入ししててくくだだささいい））
１．自治基本条例（担当課：企画課）
　これからの区政は、区民と行政のパートナー
シップにより築いていくことが大切です。
　区民の区政への参画と協働を進めるうえで、
現在の杉並区で不十分な点はどれですか。
　下記の中から２つ以内で選んでください。

１　区政に関する情報を、わかりやすい形で区
民へ十分に公開・提供すること
２　区の重要な政策決定の際に、区民の意見を
聴く機会を設け、反映させること
３　区の政策（事業）に要する費用と効果、事
業の有効性などについて、区民参加により評
価すること
４　区民が区政へ参画するための、審議会等へ
の参加機会を確保すること
５　区民の自治意識や事業者の社会貢献意識の
向上をはかるため、啓発活動を行うこと
６　１～５以外にあれば、その内容を記入して
ください
　
２．地域活動支援条例（担当課：地域課）
　ＮＰＯ（民間非営利活動団体）やボランティ
アが行う社会貢献活動を支援するため、現在の
杉並区で不十分な点はどれですか。

　下記の中から２つ以内で選んでください。

１　活動情報をホームページや広報で提供する
こと

２　ＮＰＯ・ボランティアに関する講座を実施
するなど、多くの区民が活動に参加するよう
に働きかけること

３　区民・ＮＰＯからの社会貢献活動に関する
様々な相談を実施すること

４　社会貢献活動に対し自立を妨げないような
財政的支援を行うこと

５　区とＮＰＯが協働して公共的サービスを行
うための仕組みをつくること

６　１～５以外にあれば、その内容を記入して
ください

３．まちづくり条例（担当課：まちづくり推進課）
　まちづくり事業への区民の参画や合意形成を
進めるために、現在の杉並区で不十分な点はど
れですか。
　下記の中から２つ以内で選んでください。

１　各種制度や施策、事例紹介等まちづくりの
情報提供を積極的に行うこと

２　区民が自主的に行うまちづくりの活動に対

して支援すること
３　まちづくりの計画案等は、初期の段階から
区民等に公開し、意見を求めること

４　まちづくりに関して住民提案ができる機会
を設けること

５　住民協議会や懇談会を設置するなど、幅広
い区民参画ができるようにすること

６　１～５以外にあれば、その内容を記入して
ください

４．防災対策基本条例（担当課：防災課）
　災害に備え、区民が準備しておくものとして、
特に必要と思われるものはどれですか。
　下記の中から２つ以内で選んでください。

１　消火器などの初期消火に必要な用具の準備
をしておくこと

２　飲料水や食料の確保をしておくこと
３　避難経路、場所および方法の確認をしてお
くこと

４　住民同士の交流を深め、相互協力ができる
ようにすること

５　防災訓練に積極的に参加すること
６　１～５以外にあれば、その内容を記入して
ください
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区では、基本構想「杉並区２１世紀ビジョン」で掲げた『みどりの都市』杉並を、区民と行政
のパートナーシップ（協働）で創り出していくための仕組みとして、４つの条例の検討をス
タートしました。そこで、より一層区民の皆さんの意見を条例に反映するため、アンケート
調査を実施します。区民の参画と協働を進め、よりよい杉並区にしていくために、あなたの
ご意見をお聴かせください。（条例名はすべて仮称です）　　――問い合わせは、各担当課へ。

皆皆ささんんののごご意意見見をを

おお寄寄せせくくだだささいい

９月上旬からホーム
ページで各懇談会の
概要等をお知らせし
ていく予定です。


